
留学のきっかけ

GLPに参加したきっかけは主に二つあります。一つは充実した事前学習です。英語のスピーチを
現地で行うことに対してGLP参加を申し込む当時はあまりイメージを持てませんでしたが、事前学
習でそれに向けたサポートがしっかりされているということだったので不安に思うことはありませ
んでした。もう一つは現地の有名大学と関わるプログラムです。個人では関わることがないであろ
うハーバード大学やMITの学生と交流できたり、見学できたりする機会があることにとても心を惹
かれました。

種別：洛北Global Leadership Program
期間：1週間 留学時の学年：１年

アメリカ ボストン

留学全般

一番の想い出

スピーチコンテストです。ハーバード生の前でスピーチする二度とない機会に向けてたくさんの
準備をしてきました。スピーチのお題は、マイ・ライフ・ミッション、つまり将来の夢です。まず
将来何をしたいのかを具体化するために自分を見つめ深く考えました。そしてスピーチの形に落と
し込み、表現に工夫を加え、自信が持てるまで直前まで練習しました。本番ではもちろん緊張はし
ましたが自分の実力を発揮でき、やり切ることができました。努力が報われた経験はこの先も忘れ
ないでしょう。

英語学習

授業で学ぶ英語とは異なり、日常生活で人とコミュニケーションを取るための、あるいはス
ピーチで自分を表現するための英語を学び身につけることができました。実際ホームステイ先の
人たちと会話する時にも事前学習で学んだ知識を活かせました。また事前学習で英語の重要さを
実感し、授業の英語にも前向きに取り組んだり、個人的にYouTubeで英語の配信を聞いたりと英
語そのものにも能動的に学習できるようになりました。

授業外の活動

中3から高2まで混ざってお互い高め合う活動はとても刺激的でした。事前学習を含めると長い
期間ともに活動するので、学年を超えた交友関係が生まれたり、学年の障壁なく意見を率直に言
い合ったりGLPだからこその人間関係を築くことができました。留学先で不安を多く抱えること
なく楽しむことができたのも事前学習で生まれた絆があったからこそだと感じます。

山田 颯都 さん



これから留学される方へのメッセージ

忘れてはいけないことは、自分自身が留学に行く明確な目的があってこそ実りある留学となる
ことです。留学に行く前に事前学習などを通して一体何をしたいのか、何を学びたいのかを具体
化してみてください。明確な目的を持つからこそ海外の文化に触れたときに、日本との違いや自
分が当然だと思っていたことと異なることに気づけるのだと思います。

そしてもう一つ、自分の英語に自信を持ってください。もちろん留学先ではネイティブを相手
にして、うまく英語で表現できなかったり聞き取れなかったりする経験はすると思います。しか
し、自信を持って身振り手振りを使って自分の意見を表現したいという姿勢や相手の発言を理解
したいという姿勢があればコミュニケーションは案外取れるものです。もちろん英語力はあって
なんぼですが、英語力を不安には思わないで自分に自信を持って留学に臨んでほしいと思います。

留学したことで学んだこと、得たもの

留学先の食文化には非常に驚かされました。スーパーに売っている食品をみてみると見たこと
のない野菜があったり、商品一個の大きさが日本よりも大きいものがあったり海外の当たり前を
知ることができました。さらにレストランに行けば形式そのものが大きく異なっていたり、チッ
プ文化だったり、残飯の持ち帰りだったり発見の連続でした。チップ文化は留学前から知識とし
て持っていましたが、実際に体験して文化の違いを実感したからこそ留学先の文化に対する理解
を深められたと思います。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

僕のマイ・ライフ・ミッションは美味しくて健康に良い菓子を開発することです。これを目指

す理由は世界的に生活習慣病が問題になっている中、無理に食事を制限することなく現状を変え

たいという思いがあるからです。これを実現するための知識や技術をつけるために日頃情報収集

をしたり、実現できる進路を探りそこに向かってまずは受験勉強に一心に取り組んでいきます。



留学のきっかけ

わたしはこれまで海外に行ったことがなかったため、海外の文化に強い興味を持ったのがきっ
かけです。ホームステイで日本と異なる文化を体験し、語学学校に通うことで他国の人々の考え
方や価値観を学べると思ったことが大きな理由でした。将来は研究者として世界に向けて発信し
たいと考えているので、高校生の頃から多様な文化に触れ、創造力を広げ、柔軟な考え方を身に
つけたいと思いました。また、海外に行くことで英語によるコミュニケーション能力を高めたい
という気持ちもありました。

種別：オーストラリア語学研修
期間：２週間 留学時の学年：２年

オーストラリア アデレード

留学全般

一番の想い出

学校でのお別れパーティーが一番の思い出です。バディや学校の先生、ホストファミリーが集
まってくれて、みんなで食事をしました。テーブルではバディとホストファミリーを交えてたく
さん会話ができ、とても楽しかったです。日本人のみんなと練習したダンスを披露できたことも
嬉しかったです。このパーティーはバディとの最後の時間、そしてホストファミリーと食べる最
後の夕食だったので、お別れはとても寂しかったのですが、楽しいひとときを過ごすことができ

ました。

英語学習

現地では、英語だけでなく、数学や体育、家庭科、ドラマなどさまざまな科目の授業を受けま
した。授業は全て英語で行われたので、はじめは聞き取ることに苦労しましたが、3日目ぐらいか
らはリスニング能力が上がったとを感じました。日常会話はほぼ問題なくできるようになりまし
たが、カタカナ英語はなかなか伝わりにくく、辞書やスマートフォンで発音を調べることもあり
ました。

授業外の活動

課外学習では、ワイルドライフパークやアデレードの都市部を訪れました。カンガルーに餌を
あげて、バディとの仲を深められたのがとても良かったです。学校の休み時間はバディとその友
達と過ごし、オーストラリアのお菓子や家族などについて、色々と話せて楽しかったです。ホス
トファミリーにはたくさんドライブに連れて行ってもらいました。ビーチで夕日を見たり、海辺
で犬と散歩をしたり、丘の上にあるチョコレートファクトリーに行ったりしました。家にいる時
は一緒にフットボールを観戦したり、日本の文化を紹介したりしました。どれも楽しかったです。

福永 紗季 さん



これから留学される方へのメッセージ

留学に行く前は「英語が話せなかったらどうしよう」、「現地で友達ができるか不安」など、
心配になると思います。でも、実際に行ってみるとどうにかなります。単語を思い出せなくても、
ジェスチャーや似た言葉で大体伝わります。食事や家のつくり、道路など日本とは全く異なる文
化に触れることができ、とても楽しかったです。現地の人も優しいですし、一緒に行く日本人の
仲間ともすぐに打ち解けれます。ホストファミリーも優しいです。２週間はあっという間なので、
初日から積極的に話しかけることをおすすめします。ぜひ楽しんできてください。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

私は理学部か医学部に進学して医学研究者になりたいと考えており、グローバルに活躍できる
人材を目指しています。海外の人とこれからもたくさん関わって、異文化を知り、視野を広げ、
たくさんの人の価値観や考え方を理解できる人になりたいです。これから取り組みたいことは、
英語の学習をさらに強化すること、主体性や積極性を育むために色々なことにチャレンジするこ
と、そして多様な文化に触れつつ、日本の伝統文化を海外の人々に伝えることです。留学を通じ
て、自分の知らないことやチャレンジできることは無限にあると実感したので、今後はさらに多
くのことに挑戦していきたいと思っています。また、語学を学ぶことで、より多くの人とコミュ
ニケーションができ、さまざまな情報を得られると知り、語学を学ぶことはとても楽しいと感じ
ました。

留学したことで学んだこと、得たもの

英語にもさまざまな種類があることを学びました。わからない単語があっても、似た単語を

使ったり、説明やジェスチャーで伝えたりすれば、意外と通じると実感しました。自分の思いを
正直に伝えたり、積極的に話しかけたりする力がついたと思います。また、異文化の中で柔軟に
適応できる力を身につけることができました。日本の文化をバディに紹介するために、伝統的な
ものやお菓子について改めて学んだことも良い経験でした。博物館に行くことで、オーストラリ
アの歴史も少しですが知ることができました。自分の身を違う環境に置いてこそ得られる学びが
あると感じました。



留学のきっかけ

小学生の時から英語や外国のものが好きで、留学に前から興
味があった。私は人前で話すと必要以上に緊張したり、思って
いることをうまく言えなかったりするので、そんな自分を変え
て自信をつけたいと思った。

種別：オーストラリア語学研修
期間：２週間 留学時の学年：１年

オーストラリア アデレード

留学全般

一番の想い出

ホストファミリーにビーチや買い物に連れて行ってもらった
こと。留学中ホストファミリーにはとても丁寧に接してもらい
何も不自由しなかったけれど、特別扱いをしすぎずに普段行く
スーパーや矯正歯科、習い事の柔道にもついて行かせてくれて、
リアルな現地の暮らしに触れることができた。

英語学習

日本にいて外国の方と英語で話す機会をなかなか作れず、留学先で自分の言いたいことが伝わ
るか、相手の言いたいことが伝わるか不安だったので、事前学習も少しだけした。例えばPodcast
で英語の番組を聴いたり、会話表現を本で学んだり。それでも文法や単語を完璧にすることはで
きなかったけれど、会話をスムーズにすることや自信を持って話すことにつながったと思う。留
学先では、たまに英語が聞き取れなかったり、自分の思い込みでカタカナ英語を使い(例えば発音
とか、リボンとbowの違いとかを知らなかった)会話を止めたりしてホストファミリーや友達にた
くさん迷惑をかけたと思うけれど、私たちが伝えようとする限り、留学先の人たちは何を伝えた
いのか理解しようとしてくれたので、最後まで誤魔化さないで伝えることが大切だと感じた。

授業外の活動

校外学習に行く機会が多く、特にWild Life Parkと
いうオーストラリアでしか会えない動物にたくさん
会える場所に行ったのが印象に残っている。現地で
しか体験できないこと、現地でしか買えないものに
目を向けることで、留学がより楽しくなったと思う。
逆に日本にもあるようなスーパーや薬局に行って日
本との違いを探してみるのも楽しいと思う。校外で
の活動やホストファミリーとの外出では、お店の人
や現地の人と積極的に話してみたことでよりオース
トラリアのことを知ることができたし、英語力も上
がったと感じている。

岡部 るり さん



これから留学される方へのメッセージ

留学に申し込むのにも、いく準備をするのにもとても時間がかかると思うので大変なことも多い
かもしれないけれど、留学先ではそれ以上に楽しいこと、貴重な体験が待っているので、少しでも
興味があったら一度チャレンジしてみてほしいです。私は人前で話すことが得意ではなかったし、
自分には何の取り柄もないなと悩むことが多かったけれど、留学に行ってみて英語が少し上達した
ことや現地の方と積極的に話す機会を作っていたことで自信をつけられたし、何より経験値が上
がったと実感しています。オーストラリア語学研修では添乗員さんや現地校の先生、ホストファミ
リーが常に見守っていてくれたので、安心して留学生活を送ることができました。高校生のうちに
海外に目を向けてみるとこれからの進路を選ぶ時の視野も広まると思うので、ぜひ現地でも自分か
らいろいろなことをやってみてほしいです。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

日本の大学に進学しようと考えているが、大学の留学制度を使ってもう一度留学先であるアデ
レードの大学で学びたいと思っている。これからも英語と海外の文化を学び続けて、具体的には
決められていないが、将来は英語を使う仕事につきたい。そのために、校内の海外交流のプログ
ラムを活用したり、留学先で知り合った人との交流を続けて、自分から英語を使う機会を作って
いきたいと思う。

留学したことで学んだこと、得たもの

移民が多いからこそのオーストラリアの街の景色や各家庭の生活様式を自分の目で確かめて考え
ることができた。

ホストファミリーの通っている学校に留学期間中一緒に通っていたので、登下校は毎日一緒だっ
た。私たち留学生のほうが終了時間が遅いことがほとんどでホストファミリーを待たせていたので、
「待たせてごめんね」と言ったら困った表情をされたのが気に掛かり、次の日は「待ってくれてあ
りがとう」と言ってみたら、「問題ないよ！」と返事をしてくれた。日本でも相手によってはそう
かもしれないし、海外でも謝ることは大切だと思うが、お礼を先にはっきり伝える方が相手は気持
ちが良いし、海外の人と仲良くする上で大切なことの一つなのかなと感じた。

ホストファミリーだけでなく現地校の生徒とも友達になれた。私は日本に帰ってきてもホスト
ファミリーとプレゼントや手紙のやり取りをしているので、日本での楽しみも一つ増えたと思う。



留学のきっかけ

自分の英語力をはかるとともに、異文化の経験を通して多様な考え方に触れ、幅広い視野を身に
つけたかったから。

種別：海外短期留学チャレンジ
期間：16日間 留学時の学年：１年

カナダ バンクーバー

留学全般

一番の想い出

ホストファミリーと家でカラオケをしたこと。英語の曲だけでなく、ホストファミリーの出身国
であるフィリピンの曲も勧められるがままに見よう見まねで歌った。歌うのは得意ではないが、盛
り上がって楽しかった。

英語学習

午前中は家でZoomで授業を受けた。午後は現地の学校に通い、他の国から来た留学生と一緒に
学習した。デジタル版のテキストを用いて、リスニングやライティング、リーディングなどのワー
クに取り組んだ。クラスメイトとのコミュニケーション活動も多く、お互いの国について交流でき
た。クラスでゲームをすることも多かった。

門野 瑠利佳 さん

授業外の活動

学校から帰った後はホストファミリーとできるだけ長い時間過ごすように心がけていた。スー
パーや寿司屋、教会などに連れて行ってもらった。また街を散策したり、友達とラーメンを食べた
りするなど、短い期間でバンクーバーを堪能できた。



これから留学される方へのメッセージ

留学に不安があるかもしれませんが、現地でしか体験できない貴重な経験になるので、興味があ
ればぜひチャレンジしてほしいと思います。トラブルもありましたが、ホストファミリーやエー
ジェントの方が手厚くサポートしてくれました。英語に自信がなくても躊躇わずにコミュニケー
ションをとろうとすることが大切だと思います。その姿勢を見たら周りの人はきっと温かく受け止
めてくれると思います。留学中はとにかく楽しんでほしいです。普段から多忙かもしれませんが、
留学の準備は前もってやっておくほうが良いと思います。慣れない環境での生活になるので、何事
にも事前の準備や時間の余裕を持っておくことが大切だと思います。

留学したことで学んだこと、得たもの

ホストファミリーや海外の留学生との交流を通して、国際交流の喜びを知ることができた。カ
ナダの文化を肌で感じることができ、留学に行かなければできなかった経験をすることができた。
驚くこともあったが、その環境を受け入れて過ごすことが異文化理解につながったと思う。留学
前は人前で意見を言うのが苦手だったが、クラスメイトが積極的に発言するのを見て自分も少し
慣れたと思う。カナダまで1人で行った上に、単独行動も多かったので度胸もついたと思う。日本
を離れて過ごしてみて、あたりまえにある日常のありがたみを実感した。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

国内の大学への進学を考えているが、自分の英語の拙さを痛感したので、さらに英語力を向上さ
せて今後の国際交流の機会に活かせるようになりたい。英語力が向上したら、将来他の国への渡航
にも挑戦してみたい。



留学のきっかけ

英語のスピーキング力とリスニング力を高めたいと思っていた時に、上記事業の募集要項を見
て、他国の文化や生活を通して経験を積むという意味でも大きなチャンスだと思ったからです。

種別：海外短期留学チャレンジ
期間：２週間 留学時の学年：１年

カナダ トロント

留学全般

一番の想い出

他の留学生たちと様々なことについて話したことです。

英語学習

現地での授業は、文法を学ぶというよりは、「リサイクルのあり方」などのテーマついて、思考
し表現するという内容が多かったですが、自分の考えをうまく表現することが難しいと感じました。
また、クラスの友達と話す機会が多くありましたが、ほとんどがメキシコ人で、英語を喋り慣れて
いたため、リスニングが難しかったです。

授業外の活動

ナイアガラの滝など、さまざまな場所に行ったり、他の留学生たちとゲームをしたりしました。
その中で、海外の文化や生活でよく使う英語を学ぶことができました。

土生 敦樹 さん



これから留学される方へのメッセージ

留学先によるかもしれませんが、大体の場所は自分たちが想像しているよりも日本に似た人々
や街並みであることが多いです。違いばかりを見るのではなく、「郷に入ったら郷に従え」でそ
の文化を受け入れて楽しむことが大切だと思います。海外の学生たちはどんどん話しかけてくる
ので、一方的に相手の質問に答え続けるだけでなく、自分から話しかけていくとより仲が深まり
ます。とにかく楽しむを目標にするといいと思います。

留学したことで学んだこと、得たもの

自分のリスニング力、スピーキング力を伸ばしていかなければならないと気づきました。また、
海外の学生たちは、とても社交性がある一方、日本人だけが初対面でもじもじしていました。そ
こは良くない部分なので、自ら積極的に話せるように努力しなければならないと思いました。日
本が最も住みやすい国という話を聞いたことがありましたが、思っていたよりも、トロントは治
安も街並みも人々の優しさも、日本と変わらないと感じました。その他にもこれまでの固定観念
が崩れて新たな考えをもてるような体験を多くしました。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

今後については詳しく決めていませんが、今回のような海外経験を活かして、世界を舞台にし
た仕事をしたいと思います。そのためにはテストの英語だけでなく、実用的な英語が必要なので、
リスニングやスピーキングを意識した学習をしたいです。具体的には、YouTubeなどの英語の動
画を見聞きしたり、自分の考えを英語で表現する時間を作ったりしたいです。



留学のきっかけ

私が留学に興味を持ち始めたのは小学校6年生の春休み、ちょうど中学受験が終わった時に、母
に勧められてアメリカのロサンゼルスにホームステイに行ったのが始まりでした。英語を学習し
始めてたったの 3ヶ月での渡航でしたので、自分の意見を伝えることもできず、その悔しさに涙す
る日々でした。ただ、発音だけはよくなっており、それがきっかけで一年間の長期留学をしたい
と思うようになりました。しかしそんな中、新型コロナウイルスが流行し、留学を諦めざるをえ
ない状況になってしまいました。留年をすることは避けたかったので、当初は高校での留学は考
えていませんでしたが、たまたまインターネットで単位互換制度があることを知りました。もし
その制度を利用して留年することなく留学できるなら長期留学したい、と再び思ったのが今回の
留学のきっかけです。

種別：現地校留学
期間：1年 留学時の学年：2年

イギリス シェアボーン

留学全般

一番の想い出

留学中の一番の思い出は、最後にあったProm Partyだと思い
ます。Promは欧米の学校で開かれる卒業パーティーのような
ものです。映画で見たことがある、という方も多いのではない
でしょうか。私の学校のPromはドレスコードがblack tieであり、
参加するためには女子はイブニングドレス、男子はタキシード
が必要です。私は3ヶ月前からドレス、アクセサリーに始まり、
バッグ、靴、パニエ、コルセットなどを準備しました。当日は、
朝からネイル、ヘア、メイクを順番に行い、夜のパーティーに
備えました。パーティーは19時から23時半までで、会場に到着
するとまず、カナッペとウェルカムドリンクを楽しみながら、
友人と写真撮影をします。一通り写真撮影が終わり、会場に入
ると、ディナーがサーブされます。ディナーはコース料理だと
食べきれないかもしれないと心配していましたが、単品で量も
そう多くはなく、コルセットを締めていても食べ切れたのでと
ても安心しました(笑)ディナーの後はずっとダンスです。合計
で3時間半は踊ったと思います。イギリスの6月は気温も湿度も
あまり高くなく、とても快適なのですが、このときばかりは、
皆汗だくだくになりながら踊り、女子は足が痛くなったのか、
途中からヒールを脱いでいました(笑)ダンスは、ワルツなどの
社交ダンスではなく、いわゆる現代音楽に合わせて適当に踊る
というものなので、特に社交ダンスのスキルは必要とされませ
んでしたが、時々急にホールドを組まれてリードされたり回さ
れたりしたので、最低限、何をされたら何をしなければならな
いのかは理解しておくべきだと思いました。

奈良 巴園 さん



授業外の活動

私の学校には、クラブ活動をはじめ様々な課外活動がありました。私はヨット部と馬術部に所属
しており、週に一回ヨットと乗馬を楽しみました。また、学校で楽器の個人レッスンを受けること
もできました。楽器のレッスンでは、一学期に一度発表会があり、それに向けて練習したり、私は
結局受験しませんでしたが、英国王立音楽検定の課題曲を練習している生徒が多かったです。学業
の面における活動としては、数学オリンピックに参加しました。私の学年は、SeniorとIntermediate
の両方のカテゴリーに参加可能でした。Intermediateのカテゴリーでは、南西部でトップ、Seniorの
カテゴリーでは本選の第1ラウンドで敗退という結果に終わりました。このように書くと、とてもす
ごいことのように思えますが、日本の数学オリンピックとは異なり、予選に関しては、そこまで難
易度は高くなく、三角関数を除けば中学受験時代に受けた模試と同じようなレベルの問題だったと
思います。さらに、Half Termと呼ばれる学期の中頃にある休暇では、ロンドンへ一人旅に行ったり、
ホームステイをしたりと貴重な経験をすることができました。ホームステイをしたときは、高校3年
生の5月ということもあり部屋で勉強漬けでしたが、ロンドン一人旅では、自分で旅行計画を立て、
イレギュラーな事件にも対応しながらのんびりと過ごしていました。

英語学習

私はイギリスの学校で、English as an Additional Language(EAL)という授業をとっていました。この
授業は、留学生を対象とした英語の授業です。もちろん、現地の生徒が受けている英語の授業を受
けることもできましたが、授業内容がシェイクスピア文学や詩、物語の創作であったため、英語と
いう言語を学習する上では、EALの方がよいだろうと考えました。私の学年には、学年末にGCSEとい
う全国統一テストがあり、それに向けた授業が行われていました。EALも例に漏れず、EALの試験で
よい点数を取るための演習がメインでした。試験内容は、読解・英作・リスニング・スピーキング
と多岐に渡ります。読解・リスニングに関しては日本の試験と大差ありませんが、英作に関しては
どちらかというとエッセイのようなもので、手紙やレポートを書く、といったものでした。文法や
スペルのミスがあっても良いから、なるべく難しい文法や単語を用いるというのは、日本のミスな
く書くという試験に慣れている私にとってはとても難しかったです。また、イギリス英語も私を苦
しめました。私たちが日本で学習しているアメリカ英語とイギリス英語では、発音はもちろん、単
語や綴りにおいても違いがあります。例えば、日本では”recognize”と習うと思いますが、イギリス
英語では”recognise”です。もちろん意味自体は通じますが、languageの観点において減点対象になる
可能性がありますし、逆に、日本でイギリス英語のスペルを書いてしまい、減点されることもあり
ました。



留学したことで学んだこと、得たもの

私は今回の留学を通して、本当にたくさんのことを学んだと思います。英語はもちろん、欧米の
文化、考え方などだけではなく、精神的な強さを得ることもできました。今回の留学は4度目とい
うこともあり、母からは「計画や交渉なども含めて、極力自分で全部やってごらん」と言われてい
ました。自分から行きたいと言ったので、当然と言えば当然なのかもしれませんが、エージェント
や学校と直接自分でやりとりする必要がありました。なかなか交渉が上手くいかず、ストレスが溜
まって音を上げそうになってしまったことも一度ではありません。また、留学してからも様々なト
ラブルがあり、自力で担当の先生、そして学校と交渉しなければならないことがありました。先生
の英語を聞き間違えて、エージェントや学校に迷惑をかけてしまったこともありますし、模試の成
績が悪くて部屋でこっそり泣いてしまったこともありました。このようなつらい状況に立たされて
も、頼れるのは自分ただ一人。時差の関係で日本にいる母と連絡することもなかなか出来ませんで
した。否が応でも自分一人で気持ちに折り合いをつけて、立ち直らざるを得ない状況になり、かな
り精神的に強くなったと思います。英語や文化、考え方などは、現地に行かなくても日本で学ぶこ
とは可能です。ただ、精神的な強さは経験なくしては得られないものであり、留学の主な目的では
なかったとはいえ、身につけることができて本当に良かったと思っています。



これから留学される方へのメッセージ

皆さんは留学という言葉を聞くと、どのようなものを思い浮かべますか？楽しそうだけど、英語
が得意でないので不安、お金がかかりそう、このようなことを思われるのではないでしょうか。確
かにお金がかかることは否定しませんが、公立高校を選択するなどでなるべく費用を抑えることは
できるかと思います。そして、英語が話せなくて不安だからという理由で留学に消極的な方。英語
が話せなくても大丈夫です。“ I want ～”すら言えなかった12歳の私がアメリカから何のトラブルも
なく生きて帰って来ることが出来たんです。何とかなります。短期であっても留学に行けば、必ず
言いたいことが英語で表現できないという出来事に直面します。その時は、恥ずかしくて、悔しく
て、自分のことが嫌になってしまうかもしれません。しかし、それは後々、英語を勉強する良いモ
チベーションとなります。英単語の暗記量が多く、心が折れそうになったとき。訳の分からない構
造の文章を和訳しなければならないとき、やめてしまいたい、そう思ったとき、ふと留学の時に感
じた悔しさを思い出すのです。次こそは、あのような悔しい思いをしないように、と。このように、
留学をすることによって、留学が終わってからも継続して英語力をより向上することができるよう
になると思います。もちろん、留学で学ぶことが出来るのは言語だけではありません。その地域の
文化や考え方、価値観を学ぶことが出来ます。それらを学び、理解することは、自分の視野を広げ
ることにもつながります。一人でも多くの人が海外に渡り、自らの人生の糧となるような経験が出
来ることを祈っています。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

私は今後、医療の道に進み、最終的には日本でも海外でも仕事ができるようになりたいと考えて
います。将来、日本の経済がどうなるのかは分かりませんが、もし日本の経済がダメになったとき
に、すぐに海外に渡って生きていけるようにしたいと思うからです。海外で医師免許を取得するに
は、高い英語力が不可欠であり、受験や今回の留学をとして培った英語を活かすことが出来ればと
思います。先ほど、将来は医者になりたいと書きましたが、もし仮に医学部に合格することが出来
ず、医者になれなかったとしても、自分の経験を活かして働くというのも良いと思いますし、新た
に事業を興すのも良いと考えています。企業は成長するにつれて、海外への進出を考えるようにな
ります。しかし、日本と海外の文化や考え方は大きく異なるため、海外進出に失敗することは多い
です。このようなときに、留学をして両方の文化を実地で学び、理解している人材は必要とされや
すいのではないかと思います。また、現在、海外の教育機関が日本に進出してきています。例えば、
数年前に日本にHarrow Schoolができました。イギリスの名門校の授業が日本で受けられるというこ
ともあり、志願者は後を絶たないようです。私はこれと同じようなことを欧米に対してできるので
はないかと考えています。イギリスやアメリカでも学歴が高いほど収入が上がるというのは事実で
あり、学歴を上げるためには、A Levelなどの試験で良い成績を取ることが必要です。イギリスやア
メリカの授業は、日本よりも演習量が少なく、生徒のほとんどは一度学んでも身につかず忘れてし
まう傾向があります。そして、試験では、日本人から見れば典型問題であるようなものを超難問だ
といって解けない人が多いです。このことから、私たちが日本で行ってきた、パターンを覚えて演
習量を積むという教育法を海外で行えば、需要はあるのではないかと思いました。具体的にどのよ
うに売り込んでいくのかなどはまだ見当がつきませんが、欧米諸国でも、アジア人、特に中国人・
韓国人・日本人は理系科目が得意であるということは周知の事実です。このことを利用して宣伝し
ていけば、良いのではないかと思いました。以上のことは、ほとんど思いつきで書いているので、
不十分な部分や欠点もたくさんあると思います。絶えず変化する社会の中で、その時点で何が必要
とされているのかをしっかり見極めながら、広い視野を持ち続けることを大切に生きていきたいと
思いました。



留学のきっかけ

私は高校１年生の時に学校のプログラムの洛北Global Leadership Program (洛北GLP) に参
加し、そこで海外で活躍する日本人の方々の姿を見ました。そこから、私も日本だけではなく、
海外も視野に入れて仕事ができる人になりたいと思うようになりました。そして、私は「洛北
GLPでの学びを高校生のうちに活かすことができる機会がもう一度欲しい、高校２年生がその最
後の機会だ」と思ったので、このエディンバラ研修に参加しようと思いました。

種別：エディンバラ語学研修
期間：3週間 留学時の学年：２年

イギリス エディンバラ

留学全般

一番の想い出

エディンバラは、別名フェスティバル・シティと呼ばれるほど、年間を通じて様々なイベントが
あります。その中でも特に、８月は非常にたくさんのお祭りがあって街はとても賑わっています。
私の１番の思い出は、ミリタリー・タトゥーという音楽祭です。その音楽祭に行くためには、事前
に予約が必要で、会場はエディンバラ城の前の野外にありました。世界各国から集まった音楽隊が
順番に演奏していき、インドやアメリカ、ポーランドなど、様々な国の演奏を生で聴くことができ
ました。２時間があっという間に過ぎるほど私はお祭りに熱中していて、フィナーレのバグパイプ
の音が今でも忘れられません。

英語学習

エディンバラカレッジでは、毎日午前中にGeneral Englishと呼ばれる英語の授業があります。
クラスは事前のテストや面接で分けられるので、自分のレベルに合った授業を受けられます。最初
の方は、スコットランド特有の英語で聞き取りにくいこともあるかもしれませんが、だんだん慣れ
てくると思います。現地には、様々な国から集まった人たちがいて、パナマ、ハンガリー、ドイツ、
メキシコ、イタリア、ポーランド、スペインなどから来ている人たちがいました。授業は全て英語
で、ディスカッションをする機会が多くあり、様々な国の人たちと交流するのはとても楽しかった
です。また、自分の知らないことが、まだまだたくさんあるのだと気付かされました。クラスの英
語の先生たちは皆優しくて、わからないことがあれば、なんでも笑顔で教えてくださいました。

授業外の活動

週に2回、午後からSocial Programというものがあり、エディンバラの市内のいろいろなところ
へ行くことができます。チョコレート作りをしたり、サーカスを見に行ったり、ハリーポッターツ
アーがあったりと、どれも非常に楽しいプログラムでした。また、土曜日は丸一日バスで遠出をし
ます。その際は、お昼ご飯は自由行動となるので、友達と一緒に勇気を出して、おしゃれなレスト
ランに入ってみたりなど、各自で楽しめることがたくさんあると思います。

竹中 うた さん



これから留学される方へのメッセージ

留学というと、英語や現地での生活など、色々と心配になることもあるかと思いますが、そん
な時は、付き添いの添乗員さんや現地のスタッフ、友達など頼れる人がたくさんいるので、大丈
夫です。私も、初日からスーツケースがなくなるというハプニングがありましたが、無事見つり、
なんとかなりました（急カーブで車のトランクからポロリと落ちてしまっていたらしいです…）。
また、ホームステイも、ホストファミリーとしっかりコミュニケーションをとれれば、何も心配
することはないです。素敵な家族が迎えてくれるはずです。ぜひ、留学を通して素敵な思い出を
たくさん作ってください！

今後の進路や夢、こから取り組もうと思っていること

私は今回の留学で、海外で働いて、海外に住みたいという思いが一層強くなりました。そのた
めに、今できることは何かを考えて、毎日を大切に過ごしていきたいと思っています。

留学したことで学んだこと、得たもの

留学を通して、世界にはいろんな人たちがいるということを改めて感じました。その中で、自
分がどう上手くコミュニケーションを取り、相手に伝えるかが大切だと思いました。また、現地
での生活で、SIMカード、イベントのチケット、カードの番号などを自分で設定するうちに、今
まで自分がどれだけ親に任せっきりにしていたのかと気付かされました。自分のことは自分で責
任を持って管理するということの重要性を学びました。



留学のきっかけ

私は、昔から科学雑誌や科学番組を読んだり見たりすることが好きで、世界の色々な環境につ
いて知れる機会が多くありました。そのため、人生の中で1度はサバンナなどの日本とは全く違っ
た環境をこの目で見てみたいと思っていました。そんな中でこの奨学金の制度を知り、せっかく
の機会なので、実際にサバンナに行こうと思い至りました。そして、海外の企業のインターンに
応募し、長年望んでいたサバンナを訪れることができました。

種別：探Q留学
期間：２週間 留学時の学年：２年

ケニア ソイサムブ自然保護区

留学全般

一番の想い出

私の留学中の1番の思い出は、実際にサバンナを走る動物をこの目で見ることができたことです。
過去にも、テレビ番組や雑誌などで、走るシマウマやインパラなどの映像や画像を見ることがあ
りました。しかし、いざ自分の目でみてみると、シマウマの足が想像よりも少し短かったり、サ
バンナにはインパラしかいないと思っていたのがインパラに似た動物が多くいたりなど、映像を
通してでは分からない発見をたくさんすることができました。

英語学習

私が参加したのはボランティア活動のため、英語の授業を受けることはありませんでした。しか
し、ルームメイトやスタッフは外国人だったので、コミュニケーションをとるためには英語を使
う必要がありました。最初は自分の英語力があまり良くなかったので、何を話しているのかが分
からなかったり、自分の言いたいことがうまく伝えられなかったりしました。そのため、相手が
何について話しているのかに注意を払ったり、会話の際にはシンプルで分かりやすい表現を使っ
たりしたことで、活動前と比べ英会話の能力がかなり上昇したと感じました。

授業外の活動

ボランティア活動の無い日は、近くにあるNakuruという街に買い物に行ったり、赤道直下の地
点まで遠出したりしました。ケニアでは、すれ違う時にほぼ全ての人が挨拶をしてくれたり、子
供も積極的に目を合わせてきてくれたりし、日本とは異なる点としてとても新鮮だと感じました。

河野 一輝 さん



これから留学される方へのメッセージ

私は、海外に行くのは初めてで、学校での英語の成績もとてもよかったわけではありません。
そのため、留学前は英語が話せるかどうかがとても不安でした。しかし、いざ海外に行ってみる
と、綺麗な文章で話せなくても、単語やボディランゲージで割と自分の伝えたいことが伝わると
わかりました。そのため、留学に行く際は、きれいな英語を話すことより、まず人に話しかける
自信をもつことの方が大事だと思ったので、みなさんもそのことを意識してみてください。

留学したことで学んだこと、得たもの

私はこの留学で世界には日本と全く違う文化があることをこの目で確かることができました。
例えば、ケニアの物価は日本と比べて物凄く低かったり、街に信号機が無かったり、子供がハイ
タッチしに来てくれたりなど、日本では到底考えられない経験をたくさんし、自分の中の常識が
覆されました。私はこの留学を通して、日本で身につけた常識は他国では役に立たないことがあ
ると知りました。また、物事を考えるときは、一つの視点に囚われてはいけないということを深
く実感しました。

今後の進路や夢、これから取り組もうと思っていること

私は将来、大学で野生動物や自然環境に関係することを学び、実際に環境の保護に携わる仕事に
就きたいと考えています。そのために、高校生でケニアへ留学に行ったことを活かし、将来大学で
環境について学ぶ際に、今回の留学で得た「全く異なる価値観から考える力」を活かしたいと思い
ます。

また、私は、日本で野生動物の保護に対する関心を高めたいと思いました。ケニアで得た知識や
体験を日本に持ち帰り、日本での環境保護や野生動物保護の状況と照らし合わせて状況を考察し、
その内容を多くの人に伝えていきたいです。
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